




工 種 トンネルエ(NATM）［発破工法］

改正理由 一部改正
改 正

現 行

現
-
TP
 

4
1

 
改 正 備 考

用
料

カ
損

〖
〗

プ
は

型
合

ば
場る

。

ゥ
す
る

ホ
用
す

ク
使
と

ッ
を
準

バ
ク
標

’

ツ
を

ご
紐』-

[

，
ネ

『
ン
ト

5
卜

し

等
に
L
と

正
工
む
の

補
削
含
も

の
掘
ン
う

竺
□
5

畔
2

『
菫

べ
の

2
 

7
 

3
 

岩 区 分
c 1 • err 

DI 

DII 

DIII I - .
（注）1.土益変化率は， 「第 11 編第 1 章①土鼠変化率等」による。

2. トンネル内における機械損料の割増しは上表のとおりとし，掘削土仮隧き以降
の機械損料の割増については， 「第 11 編第 1 章士工①土益変化率等」による。

3．岩区分DIIの 岩分類の判定にあたっては，岩の性状により決定するものとする。

3-7-3 校諏賃料の補正等
トンネル工事対応の下記機械を使用する場合は，次表に示す数値を乗じて得た額とする。

表3. 7 機械賃料の補正

規 格

（トンネル工事対応）搭乗・ コンバインド式
・排出ガス対策型（第2次基準値）・低騒音型
・運転質最 3~4 t

機 械名
基礎価格に

乗ずる率 摘要
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3-8 工事用仮設備

3-8-1 吹付プラント設備
吹付プラント骰備の機種・規格は，次表を標準とする。

表3.8機種の選定
規 格

（鋼製溶接構造〕容量30 t 排出能力20 t /h 
15m3 X 3 
（バッチ型，定置式）
25m3 /h（一括練混ぜ方式）
（バッチ型，定置式）” | 25m3 /h （分割練混ぜ方式）

（注） 1.吹付プラント設備は，坑外に設憧する。
2.現場条件等により適合しない場合は，現場条件に見合った機種・規格を別途考慮する。
3.セメントサイロ，骨材ホッパ， コンクリ ートプラントは，損料とする。

コンクリ ートプラントの損料は，練混ぜ方式（一括または分割） に対応したものを選定すること。
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記載の修正
（歩掛改定に伴う）

機 械 名
セ メ ン ト サ イ ロ
骨 材 ホ ッ パ

コ ン ク リ ー ト プ ラ ン ト
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3-8-2 電力設備
(1) 施工に必要な負荷設備に対応出来る必要霞力を決定する。
(2) 電力会社の供給設慌を調査し，負荷設備容呈に応じて受霞設備を設ける。
(3) 受電設備，変電敗備を経て負荷設備までの腺路を決める。

3-8-3 照明設備
坑内照明は，40 W蛍光灯を 5m ll!l隔に片側のみ設置するものを標準とする。また，切栢照明は 500

w投光器とし，切羽部6個（上半4個，下半2個），覆エ4個を標準とする。
坑内照明，切坊照明の計上は， 日当り17時間を標準とする。

w-5—①-16 

3-8 工事用仮設備
3-8-1 吹I寸プラン）ヽ設備

吹（寸プラント殷偏の機種，規格は，次大を標準とする。
表3. 8機種の選定

機械名 規 格

セ メ ン］、サ イ ロ 〔鋼製溶接溝造〕容益や50t 排出能力屯26</h
骨 材 ホ ッ パホッパ投入容量15m3 X 3 

コン ク リ ー トプ ラ ン ト （バッチ型，定置式）
25rn3 /h（一括練混ぜ方式）

（バッチ型・定置式）
25m3 /h（分割諫混ぜ方式）

（注）1.吹付プラント設備は，坑外に設置する。
2.現塙条1十等により適合しない場合は，現揚条件に見合った機種·規格を別途考慮する。
3.セメントサイロ，骨材ホッパ，＝ンクリ ー トプラントは，損料とする。

コンクリ ー トブラントの損料は，練混ぜ方式（一括または分割）に対応したものを選定することc
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照明設備
坑内燕明は，101IT蛍光灯も「9 991問間1ア片阻l」m7」’'忙爵す..,..._LEDを標準とする。
また，切羽照明は ‘ LEDを標準とす

る。
坑内燕明，切羽照明の計上は， 日当り17時間を標準とする。

積算上の注意事項
（控え頁）
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